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「地域と大学」──課題発見力を身につけるグル プーワー ク
 シンポジウム「次世代の医薬・栄養・健康を担う人材とは？」
“プレミアム
 フェスティバル”へ
 全員集合！
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高麗祭  50回目の記念すべき節目
初の３大学合同大学祭　紀尾井町で開催
目次
　半世紀の記念すべき節
目を迎えた高麗祭。台風
の影響であいにく10月29
日は終日、雨空となりました
が、30日は一転して台風一過の晴天が広
がりました。紅葉が進む中、メインストリー
トでは全學應援團チアリーダー部のパ
フォー マンスが披露され、高麗祭を盛り上
げました。
今号の
表紙
題字：創立者　水田三喜男 先生
　第50回「高麗祭」が
10月28日から30日まで開
かれました。今年のテー
マは「50回目だよ～今年
の高麗祭!! “プレミアムフ
ェスティバル”へ全員集
合！」。大学創立の２年後
に始まった学 園 祭は今
年、50回の記念すべき節
目を迎えました。
　10月28日、清光ホール
で行われた開祭式で、後
藤光一実行委員長（現代政策学部４年）は「昨年は次なる節目の年に向けて新たな一
歩を踏み出そうという気持ちで新たなことに挑戦して、大いに盛り上がりました。今年は節
目の年ですので、昨年に負けないよう、そして高麗祭の歴史を感じさせつつ、よりよい高
麗祭をつくっていこうという意味をこめてテーマが決まりました。また、次なる50年に向け
て盛り上げていこうと思います」と挨拶しました。
　続く来賓祝辞で、上原明理事長は「実に久しぶりに（坂戸キャンパスに）お邪魔しまし
た。路上や教室で高麗祭の準備をしている皆さんの生き生きとした活動ぶりを見ました。
これから３日間、皆さんの一致した力が発揮されるのを楽しみにしています」と学生たち
に呼びかけました。また、中央委員会委員長の大島萌さん（薬学科４年）は「今年は水田
三喜男記念館と21号館が新しく加わり、進化した城西大学を、高麗祭を通じて多くの人
に見ていただけることを期待しています」と述べました。
　28日午後と29日は台風の影響で悪天候となりまし
たが、30日は台風一過の好天に恵まれました。期間
中、柔道シドニー五輪銀メダリストで現在、バラエテ
ィ番組にも出演している篠原信一さんの講演会や
俳優の佐藤二朗さんのトークショー 、柳家権太楼さ
んらの城西寄席、ラバーガールなどのお笑いなどの
ほか、全學應援團チアリーダー部の演舞や吹奏楽
部の演奏、ダンスサークルによるパフォーマンスなど
多彩なイベントが展開されました。また、教室では文
化系サークルなどによる発表会もありました。
　初日には、清光会館横で父母後援会、13号館前
で同窓会の物産展がそれぞれ行われ、小雨の中、
多くの来場者ににぎわいました。メインストリ トーと17
号館前の各種の露店にも学生や地域の方 ら々が列
をつくりました。
　実行委員会が選ぶ今年の【高麗祭大賞】には、
「お笑いライブやお客さんを巻き込んでのクイズライ
ブで高麗祭を大いに盛り上げた」として文化部連
合会の「ライブ」が輝きました。その他の各賞は次の
通り。
【理事長賞】留学生国際交流会 　【学長賞】化学会
【優秀賞（父母後援会）】天文研究会　【企画賞（同窓
会）】薬学会　【学生部長賞】高麗祭実行委員会
“プレミアムフェスティバル”
へ全員集合！
　高麗祭　50回目の記念すべき節目
学生3500人と教職員
Ｍ8.1想定で防災訓練　　
初の３大学合同大学祭  紀尾井町で開催
石井ゼミのロ カールヒー ロー
“２人のＪ”が競演　　
上原明・新理事長が就任挨拶
「地域と大学」──課題発見力を
　　　　　身につけるグループワ クー
「文学と音楽の夕べ」開催
シンポジウム「次世代の医薬・栄養・
　　　　　　 健康を担う人材とは？」
薬学研究科院生３人が
　　　　　　  優秀発表者賞を受賞
「22号館」地鎮祭 再来年３月竣工予定
リバティハウスと連携協定を締結
男子駅伝部　箱根駅伝出場を決める
女子駅伝部　「杜の都駅伝」
　　　　　　　　　シ ドー権を獲得
ミャンマーからの視察団が本学訪問
中国の大学生と合同練習
　　　　　　    （女子ソフトボール部）
［シリー ズ］先輩訪問
NHK音響デザイン部　東谷 尚さん
「江戸子ども学びの風景展」
「夢をかたちに、2020年の主役たち」
［シリー ズ］学生瓦版
［シリー ズ］図書館だより
［エリア紹介］
坂戸市　「坂戸の大宮住吉神楽」祈年祭奉納
越生町　武蔵越生七福神めぐり
東武線沿線情報
　東上線で幻想的なイルミネーションを見に行こう！
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高麗祭
“プレミアムフェスティバル”へ全員集合！
50回目の記念すべき 節目
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だるまの目入れをした後藤光一委員長（右）と新村壱成副委員長
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　全学参加の防災訓練が10月18日に行われました。正午過ぎ、マグ
ニチュ ドー（Ｍ）８.１の「関東平野北西部縁断層帯地震」が発生し、
坂戸でも震度６強～６弱の揺れを観測したとの想定で、教室から総合
グラウンドまで避難しました＝写真。
　授業を受けていた約3500人と教職員が参加。避難誘導では、本
学の33人の「機能別消防団（学生消防団）」の団員が力を発揮、団
員はヘルメット姿で手に誘導棒を持ち、学生を誘導しました。防災ヘリ
やはしご車による救助訓練や起震車による震度体験も行われました。
　大学生を対象にした機能別消防団は県内初の試みとして発足。
女子ソフトボール部員を中心とした33人が、５月１日に辞令を受けまし
た。学生たちは、災害時に坂戸市が設置する避難所の設営や運営な
どを支援して救援物資などに配布にあたり、平時には火災予
防や消防団のＰＲ活動な
どに当たります。 
　また、10月25日には総
務大臣感謝状贈呈式（消
防団関係）が総務省で行
われ、「学生団員の増加
数が大きい消防団」とし
て、本学の機能別消防団
に感謝状が贈呈されまし
た。当日は、団を代表して
経営学部４年の寺岡優花さんが贈呈式に出席し、野田聖子
総務大臣から感謝状を受けました＝写真。
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　城西大学、城西国際大学、城西短期大学による初めて合同大学祭
「ＪＯＳＡＩ ＴＲＩＶＥＲＳＩＴＹ ＦＥＳ」（トライバーシティ フェス）が10月１
日、東京紀尾
井町キャンパ
スで開かれま
した＝写真。
「３大学の学
生 が 通う紀
尾井町キャン
パスで初の大学祭を」との学生からの強い希望により、大学祭実行委
員会が設立され、実現との運びになりました。
　オープニングセレモニーでは、「学生が元気。それで３大学は元気
になる」（白幡晶学長）、「愛がある大学での大学祭」（杉林堅次城西
国際大学学長）、「成功を祈ってみんなでがんばるぞ」（草野素雄短
大学長）と３学長が挨拶した後、大学祭実行委員会代表の山森伸
太郎さん（理学部２年）が「開催には多くの困難がありながら、何とか
仲間たちで協力し、問題を解決していきました。３大学の交流だけで
はなく、地域の方 と々もつながれるイベントにしたい」と開催の言葉を
述べました。 
　城西国際大学メディア学部の各ゼミが運営に協力して大学祭を盛
り上げました。ステージでは演劇部による公演やＪＩＵアイドル部による
コンサ トー、ダンスサークルによるパフォーマンス、ＤＪイベントが行わ
れ、来場者を沸かせました。
　上原明・新理事長の就任挨拶が10月28日、清光会館視聴覚室で
行われました＝写真。上原理事長は約80人の役職教職員を前に、ま
ず 就 任の経 緯
を説明。打診の
段階で「前理事
長の問題に対し
て、学外理事と
して責任を感じ
ており、お引き受
けするのはいかがなものかとお断りをしました」と明かしました。しか
し、引き受けなければ城西大学の今後が混沌とするのは避けられな
いという思いと、「水田三喜男先生の建学の精神をさらに次の方にバ
トンタッチする役目は重要ではないかと思い、お引き受けする決心をし
ました。ガバナンス、コンプライアンス、マネジメントの問題を整理して透
明性のある体制をつくって次の人に引き継ぎたい」と述べました。
　その上で、上原理事長は①大きな流れをつかんで、身近なことから
手をつける「着眼大局 着手小局」の基本姿勢②短期的視点より長
期的視点に立った判断基準③部分最適よりも全体最適を考えた決
断──が重要と指摘。「厳しい時代に城西大学を発展させ、そして時
代が必要とする人材を育てるためには今、一歩から始める。自分のい
る間にはそれは成功しなくてもその芽を育てていく、そういう気持ちが
重要ではないかと思っています。50年続いたこの歴史を私も含めて
皆さんと一緒に次のリー ダー、次の走者にバトンタッチしていく気持ち
で一緒に頑張りたいと思っております」と結びました。
  東京紀尾井町キ
ャンパス１号棟ホー
ルで10月6日、「文学
と音楽の夕べ」が開
かれました。ハンガリ
ーの偉大な詩人、ア
ラニュ・ヤーノシュ
（1817～1882年）の生誕200年を記念して、駐日ハンガリー 大使館が
主催、学校法人城西大学が共催しました。ハンガリー で国民的人気を
集めているカラーカ音楽楽団が、ヤーノシュの詩を現代風解釈でアレ
ンジした楽曲９曲のほか、オリジナル曲を披露。ハンガリー 関係者や市
民の方 ら々約150人が、秋の夕べのひとときを楽しみました。
　当日配布されたパンフレットの歌の紹介の日本語版は、城西国際大
学でハンガリー 語を学ぶ学生たちが、キラーイ助教の指導で訳しまし
た。また、演奏終了後には、城西大学でハンガリー 語を学び、来年３月に
ハンガリー に短期留学に行く学生が楽団の４人に花束を贈呈しました。
　ヤーノシュはハンガリーを代表する詩人で、作品の中では約２万
3000もの異なった語彙が使われ、作品の多くがハンガリーの学校の
必修課題であり基礎知識とされています。詩文のほかに特に小叙事
詩（バラ ドー）、そして力強く心も純真な英雄について語る「トルディ」と
いう叙事詩が広く知られています。
　カラーカ音楽楽団は、ハンガリー で国民的な人気を博している民族
音楽バンドです。クラシック楽器と世界各地の民族楽器による演奏に
加えて、４人の歌声が個性あふれる独特のハーモニーを生み出して
います。レパ トーリー は1000曲を誇り、結成30周年の2000年には、ハン
ガリーで芸術・美術活動貢献者に贈られる最高賞「コシュ トー賞」を
受賞しました。ハンガリー 国内だけでなく、世界各国でコンサ トーを行
っており、今回は８年ぶり９回目の来日となりました。
　後期の全学部授業である「地域と大学」が行われています。城西
大学にあるミュージアムのほか、近隣地域などの施設について見学、
体験して具体的に学んでいます。地域の文化施設について関心を持
ち、課題を発見する力を身に
つけるとともにグループワーク
を通して問題意識を深める
ことが狙いです。
　受講しているのは、経営
学部や現代政策学部を中
心にした約110人で、責任教
官は現代政策学部の奈良
澤由美教授。９月22日のガイダンスの後、創立者を顕彰したファウンダ
ーズルームのある水田三喜男記念館を手始めに薬草園や水田美術
館を見学。11月17日には、日高市にある高麗神社の高麗文康宮司が
「高麗神社の生かし方」と題して講演。同神社は奈良時代に高句麗
から渡来した「高麗王若光」を祭神とする神社で、若光ら高句麗人
1799人が716年にこの地に入って高麗郡が建郡されました。昨年は
　西武池袋線東飯能駅前で11月
５日に開かれた「東日本大震災＆
熊本地震　復興チャリティイベント
in 飯能」に、経営学部石井ゼミの
ローカルヒーロ 「ーリベレスパ Ｊー
（2016年～）」と、「ルーガライザ Ｊー
（2017年～）」の“２人のＪ”が参加し
て、イベントの盛り上げに一役買い
ました。
　３年前から行われている、各地の
ローカルヒーローが集うイベントで、
“２人のＪ”は、先輩後輩による夢の
競演を果たす＝写真＝とともに、募
金活動に加え多くのヒーローたちと
のコラボショー にも参加しました。
　今年は、埼玉県を拠点として活動するローカルヒーロ 「ー武蔵忍法
伝 忍者烈風（飯能）」をはじめ、「光の戦士ツインウェイタ （ー福島）」
「郷熊戦煌ジュグリッタ （ー熊本）」「ハニ ・ード・ファイブカ ドー（大阪）」な
ど多くの団体が参加。また、福島からは地元の名産品物産店舗や有名
フラダンスチームも参加しました。
　４年生による「リベレスパ Ｊー」は、今回が実質最後のステージショ
ー。３年生による新ヒーロ 「ールーガライザ Ｊー」は11月12日に行われた
「鶴ヶ島産業まつり」で初ステージを披露しました。
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「東日本大震災＆熊本地震 復興チャリティイベントin 飯能」
初の３大学合同大学祭
　　　　　　　紀尾井町で開催
 上原明・新理事長が就任挨拶
 「地域と大学」──課題発見力を
身につけるグループワーク
石井ゼミのローカルヒーロー
　　　　　　“２人のＪ”が競演
学生3500人と教職員  Ｍ８.１想定で防災訓練
“２人のJ（左：リベレスパ Ｊー、右：ルーガライザ
Ｊー）”＝撮影者「あおい」様
本学の機能別消防団（女子ソフトボール部員ら）
総務大臣感謝状
高麗神社を見学する学生たち
建郡1300年の記念の年とな
り、さまざまなイベントが展開
されました。高麗宮司は「高
麗郡建郡1300年は高麗神
社の祝祭ではなく、地域の祝祭でした。1400年に向けて地域のお祝
いとして語り継いでいきたい」と語られました。講演を聞いた現代政策
学部２年の石田昭太朗さんは「地域の祝祭を成功させるための苦労
の裏話が聞けてよかった」、経営学部１年の須貝千里さんは「日高市
や飯能市が高麗郡だったことは知っていたが、川越市（の一部）も高
麗郡だったことは初めて知りました」と話しました。
　翌18日は約30人が高麗神社を見学。神社内では高麗宮司が質問
役となり、一般社団法人「高麗1300」理事長の大野松茂・元衆議院
議員から話を聞きました。大野氏は「1300年事業によって地域に対す
る理解と愛着が一層高まった」と話されました。
　学生たちは施設見学と並行して、グループ別に選択した施設につ
いての学習成果のまとめに入っており、１月には２回にわたり成果発表
会が行われます。
大野松茂理事長（右）
と高麗宮司
──ハンガリー詩人、アラニュ・ヤーノシュの
生誕200年を記念
 「文学と音楽の夕べ」開催
演奏するカラー カ音楽楽団
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各界オピニオンリーダーが提言・討論
地上７階建て・総床面積8381平方㍍
女子ソフトボール部　中国大学生訪日団と交流
2020五輪ホストタウン、鶴ヶ島との協定書も締結
地域食材での食品開発や学術研究で協力
　東京紀尾井
町キャンパス１
号棟ホールで
11月25日、シン
ポジウム「次世
代 の 医 薬・栄
養・健康を担う
人材とは？」が
開かれました。大学院薬学研究科が主催し、薬剤師や関係者、本学の
学生・教職員ら約100人が、各界のオピニオンリーダーによる提言や
討論に熱心に耳を傾けました。
　日比野康英研究科長の開会挨拶に続き、宗像守・日本チェーンドラ
ッグストア協会事務総長、紀平哲也・厚生労働省医薬・生活衛生局薬
事企画官・医薬情報室長、赤瀬朋秀・日本経済大学経営学部長、杉
林堅次・城西国際大学学長の４氏が特別講演しました。杉林学長
は、同研究科に「医療政策管理分野」と「栄養政策管理分野」を設
置したことを紹介、「健康政策を理解して地域で活躍できる薬剤師・
管理栄養士を育成していきたい」と述べました。
　この後、白幡晶学長をモデレーターにしたパネルディスカッションに
は、池田康幸・埼玉県三芳町健康増進課保健センター所長（管理栄
養士）も参加して「医療人材養成の課題と将来展望」をテーマに意
見を交わしました。地域や業際など各種連携のあり方やグローバル
化への対応、求められる人材などを巡って活発な論議が展開されま
した。白幡学長は「これをきっかけに大学もいろいろな意味で発信を
継続していきたいと思っております」と結びました。
　水田記念図書館に東側に建てられる22号館の地鎮祭が10月10
日、現地で行われました。設計監理は今年３月に竣工した21号館（新
薬学部棟）と水田三喜男記念館と同じく建築家の阿部仁史氏と久米
設計。施工は北野建設東京本社が行います。2019年３月、竣工の予
定です。
　神事では、阿部
氏と小 野 元 之 理
事長特別補佐、北
野建設東京本社
の竹内逸生常務
執行役員が鍬入
れ、白幡晶学長ら
が玉串奉奠して工
事の無事を祈りま
した。
　22号館は鉄骨一部鉄骨鉄筋コンクリ トー造り地上７階建てで、総
床面積は8381平方㍍。さまざまな授業に使われる多くの講義室（１～
４階）と薬学部の研究室・実習室（５～７階）を併設しています。
　正面部分は、図書館棟のシンボリックな立面に準じる塔状のデザイ
ンとし、高いエントランスホールの吹き抜け空間と合わせて、神聖な学
び舎を象徴。シンプルで機能的な内部空間は居室を南側に集めて自
然光を多く取り入れるほか、北側の階段部分は３階までガラス張りに
するなど、心地よい教育環境の創造を目指しています。
　9月16日に開
催された「第61
回日本 薬 学 会 
関東支部大会」
で、薬学研究科
大学院生3人が
優 秀 発 表 者 賞
を受賞しました。
この賞は、口演
およびポスター発表演題の中で、特に優秀な発表を行った大学院生・
学部生に贈られるものです。受賞者と演題は次の通りです。
林　浩輔さん（薬学専攻博士課程４年、医薬品化学講座）＝超原子価ヨウ
　　　　　　素試薬を用いた新規2-アザスピロ［４.５］デカン類の合成
加藤洋介さん（薬学専攻博士課程４年、医薬品化学講座）＝プロテオー ム
　　　　　　解析用MALDIマトリックスとしてのフェルラ酸誘導体の評価
岡田明恵さん（薬科学専攻博士前期課程１年、薬粧品動態制御学講座）
　　　　　　＝非ラメラ液晶脂質を用いたdepot製剤の開発
　本学はこのほど、野菜ペースト加工などを手
掛ける有限会社リバティハウス（本社・埼玉県
八潮市）と連携協定を締結しました。地域食材
を生かした食品開発や学術研究で協力し、相
互および地域社会の発展に寄与するのが目
的で、本学は同社の製造する製品に対する食
品学や栄養学などの専門的見地に基づいた
監修などを行います。
　薬学部医療栄養学科が展開する「こま川め
しプロジェクト」の一環で、新商品の柚子の種
皮まるごとペーストを使用した「タネまで柚子ら
んゼリー 」が生まれました。同科の学生を中心に企画から商品開発ま
で手掛け、同社に製造を依頼しました。
　同ゼリー は、柚子を丸ごと使用しているため、クエン酸を多く含み、ラ
ンナーやスポーツをする方にお勧めだそうです。
シンポジウム「次世代の
医薬・栄養・健康を担う人材とは？」
「22号館」地鎮祭 再来年３月竣工予定
男子駅伝部 箱根駅伝出場を決める
中国の大学生と合同練習
ミャンマーからの視察団が本学訪問
女子駅伝部
「杜の都駅伝」シ ドー権を獲得
薬学研究科院生３人が
             優秀発表者賞を受賞
リバティハウスと連携協定を締結
　こま川めしプロジェクト
　関東を流れる荒川の支流の一つ高麗川は、やがて太平洋に注ぎ、世
界とつながっています。この高麗川をシンボルに、生産特性、食文化特
性、さらに食生活や栄養価を考慮した食事食品「こま川めし」を提案
し、個人の身体のみならず、社会や経済や世界が元気になるメニュー
を発信するプロジェクトです。
６年ぶり
16回目
　第94回東京箱根
間往復大学駅伝競走
（ 箱 根 駅 伝 ）の予 選
会は10月14日、東京
都立川市で行われ、
男子駅伝部は10時間
８分50秒で総合８位と
なり、２年ぶり14回目
の本戦への出場を決めました。部員たちは一丸となって見事、昨年の
リベンジを果たしました。新しい伝統への第一歩。部員たちは、シ ドー
権奪取と過去最高の５位入賞を掲げて箱根路に臨みます。
　立川市の陸上自衛隊立川駐屯地から市街地を経て国営昭和記
念公園に至る20㌔のコースで行われ、各校12人が出走し上位10人
の合計タイムで競いました。５㌔通過順位は９位、10㌔で順位を一つ
あげて８位となり、順位を保ったまま20㌔を終えました。出走したメンバ
ー12人中10人が60分から61分台でまとめました。個人では金子元気
選手（経営学部３年）が24位、菅真大選手（経営学部４年）が29位と
上位に食い込み、チームに貢献しました。
　レース後の報告会で、櫛部静二監督は「昨年悔しい思いをした選
手たちはこの１年、しっかり練習を重ねてきました。今日、通過を迎え、
本当にうれしく思います。応援に回った選手たちの中に成長著しい選
手もいるし、強くなる選手もいます。期待して応援していただきたい」と
述べ、中舎優也主将（経営学部４年）は「今日の８位に満足せず、もっ
と個々の力を強め、全員で『箱根シ ドー、５位（入賞）』の目標を達成し
ていきたい」と力強く語りました。
　2020年の東京五輪・パラリンピックで鶴ヶ島市がミャンマーのホスト
タウンになったことを受けて、ミャンマーの保健・スポーツ省のテッ・カイ
ン・ウィン事務次官らの視察団が10月24日、本学を訪問しました。
　一行はウィン次官や同
国内のスポーツ施設の
責任者ら７人。懇談で、鶴
ヶ島市の和田公雄副市
長に続いて從二和彦副
学長が「施設を利用につ
いて精いっぱい協力させ
ていただきます。これを機
にミャンマ とーの親交を深くさせていただければ」と挨拶。これに対し、
ウィン次官は「城西大学はスポーツに強い大学と聞いています。選手
にとっては良い経験になります。これを機にスポーツだけでなく、学生や
教員の交流、また薬学、医学でも協力関係を持ちたい」と述べました。
　この後、一行は水田三喜男記念館の前で総合グラウンドの説明を
受けたほか、格技室（柔道場）や温水プールを視察しました。格技室
では、ウィン次官はマットの柔らかさに驚いた様子も見せていました。
この日は、本学のミャンマーからの留学生３人と城西国際大学の留学
生６人が一行を歓迎、視察にも同行しました。
　一行は翌25日、トゥレイン・タン・ズィン駐日ミャンマー大使の立ち会い
の下、鶴ヶ島市との事前トレーニングキャンプの実施に関する協定書
の締結式に臨みました。
　宮城県仙台市で10月
29日に行われた第35回
全日本大学女子駅伝対
校選手権大会（杜の都
駅伝）で、女子駅伝部は
２時間８分46秒で８位入
賞し、６年ぶり16回目の
シ ドー権を獲得しました。
一 時はシード（８位 以
内）圏外に落ちましたが、アンカーの三ツ木桃香選手（現代政策学部
２年）の３人抜きの快走もあって、久々のシ ドー返り咲きとなりました。
　1区のキャプテンの福居紗希選手（現代政策学部４年）が先頭か
ら13秒差の５番目で襷
たすき
を２区に。２区の上田未奈選手（経済学部３
年）も区間４位での好走でチームを３位にまで上げて３区の小笠原晴
季選手（経営学部２年）へ。小笠原選手は順位を７位まで落とすも、
続く４区の佐光菜々子選手（医療栄養学科２年）がシ ドー権内の７位
をキープしたまま５区の相原もこ選手（現代政策学部２年）につなぎま
　中国の北方工業大学と中国伝媒大学の女子ソフトボール部学生ら
33人が11月21日、坂戸キャンパスを訪れ、女子ソフトボール部と高麗川
河川敷にあるソフトボール練習場で合同練習を行いました＝写真。
　これは外務省が推進す
る「日中植林・植樹国際連
帯事業」による日中青少年
等交流事業中国大学生
訪日団第３陣（スポーツ）
の交流活動の一つ。練習
試合は２大学と各30分行
いました。昼食を兼ねた交流会は、それぞれの大学が紹介しあい質問
を交えながらの交流になりました。その後に交流会を開催しました。
した。５区でいったんシ ドー圏外の11位まで落ちましたが、最終６区の
三ツ木選手が、区間３位の走りでゴールしました。
　三ツ木選手は「シ ドー権獲得という結果を残せてとてもうれしい。１、
２区の先輩方が作ってくれた流れがなかったら良い走りはできなかっ
たと思うので、今度は自分が流れを作れる力をつけてチームに貢献で
きるようにしたい」と語りました。
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パネルディスカッションの様子
22号館完成予想図
左から林浩輔さん、岡田明恵さん、加藤洋介さん
「タネまで柚子らんゼリー 」の
キャラクター “ユズランタロウ”
第61回日本薬学会関東支部大会
第35回大会レ スー後に笑顔を見せる選手たち
予選突破が決まり歓声をあげる選手たち
格技室を視察するウィン次官（右端）ら一行
　経済学部の勝
浦信幸教授が主
宰するセミナーで
ある「勝浦ゼミ」。
現在１年生20人、
２年生20人、３年
生18人、４年生15
人の計73人が受講している。ゼミでは「地域社会の課題を見つけ
て、地域で連携・協働し解決していくというソーシャルマネジメント（創
造的地域経営）」を行っており、多くの地域活動に参加している。
　最も特徴的なのが、「つるがしマルシェ」。企画・運営から広報活
動まで一から作り上げている国際交流イベントだ。今年は４回目の
開催になり、10月１日、若葉駅西口駅前広場で世界各国のダンス
や歌の披露、料理、民族衣装の試着を行った＝写真。勝浦教授は
「この活動が勝浦ゼミだけでなく、ほかのゼミにも広がってほしい」
と語る。
　ゼミ長の樋口晋也さん（経済学部４年）は「地域活性化イベントを
自分たちで作り上げていく上で、自ら考え行動していく力が身につ
く」と話す。来年２月16～18に行われる「坂戸ドリー ムワークショップ」
にもゼミ生が参加する。皆さんもぜひ参加してみてはどうだろうか。
（取材：財務局一同）
　薬学スキー同好会は、現在20人で活動している。水曜日昼に
ミー ティング、月に１回体育館でトレーニングを行っている。シーズン
中は12月、２月、３月に合宿を行う＝写真。新入歓迎会、メンバーが
仲良くなるきっかけとなる夏合宿、また文化祭の参加など精力的に
活動している。冬合宿や大会は新潟で行われ、ペータ・プロディン
ガー氏から指導を受けている。冬以外にもトレーニングを増やそうと
考えており、インラインスケ トーを使ったトレーニングや筋トレを取り入
れようとしている。
　代表の川本璃央さん
（薬学部３年）は「本気で
スキーが好きな人は、学
部関係なく大歓迎。途中
から競技スキーを始める
のは難しいが、目標に向
かって自分自身を成長させ、真剣さや楽しさも味わうことができる。
また、スキーだけではなく、勉強の悩みなども相談し合うことで絆が
深まり、大学生活を有意義に送ることができている」と語った。
　前大会では大学総合３位を獲得するなど、人数は少ないながら
大きな成績を残している。スキーが好きな人、大学生活を充実させ
たい、大切な時間に出会いたい、そう考える多くの学生に興味を
持ってもらいたい。 （取材：編集局一同）
「地域社会の課題を見つけて解決していく」
 勝浦ゼミ　ゼミ長　樋口晋也さん（経済学部４年）
「スキーが好きな人は、学部関係なく大歓迎」 
 薬学スキー同好会　代表　川本璃央さん（薬学部３年）
　江戸時代の寺子屋での子どもたちの学び
に焦点をあてた「江戸子ども学びの風景展」
が10月11日から11月４日まで、水田美術館ギャ
ラリー １で開かれました＝写真。公文教育研
究会や当館所蔵の浮世絵版画や教材とし
て使われていた往来物のほか、天神机やそ
ろばんといった実際に使われていた道具類な
ど約40点も展示。教育の原点ともいえる寺子屋教育に光を当てました。
　当時、世界トップレベルの就学率、識字率を下支えした寺子屋は、
民間人による庶民のための私的な教育システムとして成立。義務的な
ものではなかったため、どんな子どもでも学びたい時に学びたい期間だ
け自由に読み・書き・そろばんを学ぶことができました。
　展覧会では、歌川豊国の「風流てらこや吉書はじめけいこの図」や歌
川国芳の「幼童席書会」などで、寺子屋での子どもたちの生き生きとし
た学びの様子を紹介。また、幕末から明治にかけ、埼玉県内随一の寺
子数を誇った寺子屋兼私塾「北
ほっ
広
こう
堂
どう
」を経営し、埼玉の近世近代教育
に大きく貢献した澤
さわ
田
だ
泉
せん
山
ざん
（1823～1910）による往来物11点も展示し、
寺子屋教育の地方展開の一端を紹介しました。
　高麗祭初日の10月28日には、法政大学文学部講師で往来物研究
家の小泉吉永氏の講演会「江戸の寺子屋―知育・教育の諸相」が
17号館であり、地域の方 ら々が熱心に耳を傾けていました。
　2020年の東京オリンピック・パラリ
ンピックを記念して10月11日から12月
９日まで、水田美術館ギャラリー ２で
五輪展「夢をかたちに、2020年の主
役たち」が開かれました。
　毎日新聞社の協力で貴重な写真
を約30枚のパネルにして展示しまし
た。五輪やパラリンピックの歴史、1964年の前回大会で活躍した内外
の選手のほか、2020年に活躍が期待される日本の若きアスリー トたち
を紹介。前回大会では、マラソンのアベベ選手と円谷幸吉選手、柔道
のヘーシンク選手、女子体操のチャスラフスカ選手、東洋の魔女といわ
れた女子バレーボールチームなど。３年後を目指す選手では、付属の
城西高校を卒業して米フロリダ大に留学した陸上短距離のサニブラウ
ン・ハキーム選手や体操の白井健三選手、水泳の池江璃花子選手ら
を紹介しました。
　また、「本学期待の選手」として卒業生の陸上長距離の村山紘太
選手（旭化成）、同400㍍の佐藤拳太郎選手（富士通）と堀井浩介選
手（住友電工）に加え、同400㍍ハ ドールの鍜治木崚選手（経営学部
４年）と渡部佳朗選手（経営学部３年）の現役選手合わせて５人に対
する城西大学スポーツ新聞の学生記者によるインタビュ もーパネル化し
て展示しました＝写真。
  学びの風景展	 2017.10.11～11.4   五輪展	 2017.10.11～12.9	
「江戸子ども学びの風景展」
実際に使われていた道具類40点なども展示
「夢をかたちに、2020年の主役たち」
貴重写真30枚（毎日新聞社協力）などをパネル展示
　─音響デザインとはどんな仕事ですか。
　「テレビから出てくる音にはいろんなものがあります。現場の
音、音楽、効果音、ナレーション、あるいは無音の間もある。音
の面からアプローチして、その番組を分かりやすく視聴者に届
けるのが音響デザイナーの仕事です。現在はＮＨＫ総合で月～
木夜10時からの『クローズアップ現代＋（プラス）』の音響を主
に担当しています。番組で取り上げるテーマの一つ一つが、自
分や社会に密接にかかわっている。そのことを視聴者へ向けて
『一緒に考えてみませんか？』という番組のスタンスに音の面か
らかかわれるというのが、やりがいです」
　─どんな学生時代でしたか。
　「中高と吹奏楽部でクラリネットを吹いていました。大学では
部活ではなく、当時1人暮らしをさせてもらっていた川越で地元
の吹奏楽団に入って打ち込みました。実力のある楽団で、日本
を代表する作曲家も出入りしていました。全国大会に出たこと
やその方との出会いが大学時代の最大の収穫でした。その出
会いが昨年、大阪に赴任している際にドラマ番組の音楽委嘱
につながりました。人とのつながりは大事だと身をもって感じま
した。一方で、さまざまなジャンルの音楽のＣＤを買って、このプ
レイヤーはこういう所がすごいとか、このＣＤにもこの人がいたと
か、この作曲このアレンジは好きだとか分析するのが好きで、そ
ういう知識を広げていったのが大学時代でした。この時のこだ
わりが実は今の仕事に大いに役立っています」
　─ＮＨＫを選ばれた理由は。
　「大学時代に打ち込んだのが、音楽だったので、音楽にかか
わる業種をいくつか受けて、最後の一社でＴＢＳの子会社の音
響効果会社に入社することができました。ワイドショーや情報
番組、バラエティー などいろいろな番組を担当していくのです
が、時 ド々キュメンタリーの仕事がくるわけです。やっていくうち
に自分に向いているのは、ドキュメンタリー ではないかと思い始
め、それなら質の高いドキュメンタリー を多く手がけているのはＮ
ＨＫしかないと、30歳の時にキャリア採用試験でＮＨＫに挑戦し
やりたいことを
躊躇せずにやってみて
ました。すごい番組をつくっている人たちからスキルを学んでみ
たいというのが動機でした」
　─趣味はなんですか。
　「旅行と美味しいものが好きなので、旅先で美味しいものを
食べるのがいいですね。旅には小型録音機を持っていきます。
旅先での街の雑踏や自然音、珍しい鳥の鳴き声などを収録しま
す。良い音が録れたら仕事で使ってみようと。音響デザイナーは
これをやっている人が多くて、それぞれが録りだめした音を番組
に活かしていると思います。やはりみんな音が好きなんですね
（笑）」
　─好きな本や言葉はありますか。
　「沢木耕太郎さんの『深夜特急』が好きで、よく読み返しま
す。旅の行程が詳細に書かれていて、読んでわくわくしますね。
ＴＢＳで『世界ふしぎ発見！』を担当していたこともあり、映像でも
本でも、遠い所に連れて行ってくれるものが好きです。好きな言
葉は、田中芳樹さんの小説にあった『大人になるというのは、や
りたい事とやらねばならない事を区別することだ』です。大人は
好きなことばかりやってはいられない。自戒を込めてそこに立ち
返る言葉として思い返しています」
　─後輩へのメッセージをいただけますか。
　「学生時代は社会人とは違って時間がある。やりたいことを
躊躇せずにやってみてはどうかと思います。友達と友情をはぐく
むのも大切ですが、自分だけのこだわりをもってトコトンまでや
る。自分の例で言うと、ＣＤ買ってオタクっぽくやっていたという
のが、今、役立っている。そういうこだわりとか、大人にも負けな
いものを見つけてもらうといいかなと思います。あと、友達と行く
旅行も楽しいですが、ぜひ一人で世界でも国内でも飛び出して
みてほしいと思います。一人で企画して、旅先で直面するであろ
う困難を乗り越えるという経験をしておくと、社会人になった時
に心の支えになると思います。最後に私立大学で学ばせてもら
っている感謝の気持ちを言葉にして親に伝えてほしいです」
ＮＨＫ音響デザイン部　東
と う
谷
こ く
 尚
たかし
 さん  （2001年 経済学部卒）
　各界で活躍する卒業生を紹介する「先輩訪問」。今回は音響デザイナーとしてテレビ番組作りにか
かわっているＮＨＫデザインセンター音響デザイン部の東
とう
谷
こく
 尚
たかし
さん（39）にお話を聞きました。先輩訪問
　広報委員会のメンバーが学内外で活躍する団体、個人を紹介する学生瓦版。今回は勝浦ゼミと薬学スキー
同好会を紹介します。学生瓦版
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■ 「全国大学ビブリオバトル2017～首都決戦～予選会」
　10月６日に「全国大学ビブリオバトル2017
～首都決戦～予選会 城西大学」を図書
館視聴覚室で開催しました。今年度は17人
のバトラーが３試合に分かれて発表し、学
生、教職員、見学に来られた大東文化大学
教員・図書館員など述べ167人の観戦者の
投票により、以下の３冊がチャンプ本に選ば
れました。
・経済学部３年、黒崎梨花さん紹介『Life 
Shift 100年時代の人生戦略』
・理学部化学科３年、鈴木さん紹介『キリン
ビール高知支店の軌跡 勝利の法則は
現場で拾え!』
・現代政策学部３年、柴田紘太朗さん紹介
『キングを探せ』
　11月５日、文
教大学越谷図
書館で開催した
「ビブリオバトル
in文教2017（全
国大学ビブリオ
バトル 関 東 ブ
ロック予選会）」
に、大学院薬学
研究科博士課程２年、大野由依さんが出
場＝写真＝し、大野さんが紹介した『ちゃん
ちゃら』が見事、チャンプ本に選ばれました。
　11月18日の関東Ｃブロック地区決戦には、
予選会を勝ち抜いた鈴木さんと大野さんが
出場し、接戦の末、大野さんが紹介した
『ちゃんちゃら』が準チャンプ本に選ばれまし
た。11月24日（金）の関東Ｅブロック地区決戦
では、黒崎さんの経験を生かした練習の行き
届いた発表と、柴田さんの身振り手振りを加
えた魅力的な紹介で、会場を沸かせました。
　10月13日にグループ学習室６Ｂに
おいて、理学部教授、伊藤陽先生に
よる「第13回ライブラリー ラウンジ　
音学と科楽」を開催し、学生や教職
員など32人が参加しました＝写真。
伊藤先生からは、音と光を題材に楽
器の実演を交えてわかりやすくお話
しいただき、参加者も音と光の実験
を体験するなど熱気あふれる会とな
りました。
■ 地域相互協力館の「図書館まつり」に参加
　９月23、24の両日、鶴ヶ島市立図書館
「第30回図書館まつり」において「芭蕉と江
戸俳諧の世界」をテーマに江戸中期の板
本・写本を展示し、約150人の方にご覧いた
だきました＝写真。また「ビブリオバトルin 
鶴ヶ島市立中央図書館」に、
薬学部薬学科５年の高橋隼
一郎さんと経済学部３年の笠
原銀太さんが出場し、高橋さ
んが紹介した『ぼくのメジャー
スプ ンー』がチャンプ本に選ば
れました。11月12日には、坂戸
市立図書館「秋の図書館まつ
り」の「第３回ビブリオバトル坂
戸図書館」に、笠原さんと理
学部化学科３年の鈴木久之
さんが出場し、笠原さんが紹介した『残り全
部バケーション』がチャンプ本に選ばれまし
た。参加した学生たちは、発表者の社会人
や高校生、さらに観戦された地域の方 と々
も交流できる良い機会となりました。
■ 学生アドバイザー主催ライブラリーラウンジを開催
 東武線沿線情報
 東上線で幻想的な
 イルミネー ションを見に行こう！
　　　　　―― 国営武蔵丘陵森林公園
エリア紹介
編集／学校法人城西大学　広報センター
発行／城西大学　総務部総務課
　　　〒350-0295　
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東武東上線森林公園駅が最寄り駅の国営武蔵丘陵森林公園では、この冬「スターラ
イトイルミネーション」を開催いたします。昨年から
グレ ドーアップした約45万球のイルミネ シーョンで
〝森の妖精たちが暮らす世界〟を表現＝写真。植
物園前の広場に彩った12万球の森の湖には
「海賊船」が登場、乗船もできます。その他期間中
には多彩なイベントをご用意しております。
　また、ＴＪライナーの当日着席整理券を提示する
と、園内の売店で割引特典も受けられます。ぜひ、
東武東上線で国営武蔵丘陵森林公園へお出か
けください。
【開催日】
　2017年12月9日（土）、10日（日）、16日（土）、17日（日）
　2017年12月23日（土）～30日（土）
　2018年１月２日（火）～８日（月・祝）
【開催時間】
　16時～20時30分（最終入場20時まで）。
　雨天中止
【開催場所】
　国営武蔵丘陵森林公園　中央口エリア
【アクセス】
12月9、10、16、17日、23～25日、 1月2、3、6～
8日は、東武東上線森林公園駅から「イルミネー
ション会場」への夜間無料シャトルバスも運行
武蔵越生七福神めぐりは、商売繁盛の恵比寿「法恩寺」、福徳・財宝の大黒天「正法
寺」、音楽と弁才の女神・弁財天「弘法山観世
音」、幸運と長寿の福禄寿「最勝寺」、長寿の寿
老人「円通寺」、財宝の毘沙門天「龍穏寺」、福
徳円満の布袋尊「全洞院」を巡る約13㌔、３時
間15分の自然豊かなハイキングコースです。
　新年１月４日（木）には、毎年恒例の「第34回
新春武蔵越生七福神めぐり」を開催します＝写
 越生町
 武蔵越生七福神めぐり
来年２月23日に、坂戸市塚越の大宮住吉神社において「祈年祭」が執り行われます。
埼玉県指定・国選択無形民俗文化財である「坂
戸の大宮住吉神楽」が奉納されます＝写真。
　大宮住吉神楽の特徴は、江戸里神楽の系統を
よく残していると
ころにあり、身ぶ
り手ぶりで物語
を表現する演劇
的なものです。ま
た、神楽は氏子
によって演じられ
ており、内 容は
神話を題材とす
るもののほか、茶
番狂言のような
座もあって、合わ
せて2 2 座の神
 坂戸市
 「坂戸の大宮住吉神楽」
　　　　　　　  祈年祭奉納
楽が伝えられています。
　祈年祭での神楽奉納は、午前10時ごろに「六
りく
合
ごう
堅
けん
固
ご
翁
おきな
の座」から始まり、「倉
うがのみたまのみこと
稲 魂 命種
たね
蒔
まき
の
座」を演じて午前中は終了となります。午後には、
１～２座程度を演じた後、「終
しゅう
祓
ばつ
（悪魔払い）」とい
う家内安全等を祈願する演目で締めくくります。
　神楽は、例年、祈年祭のほか、４月第１日曜日の
例大祭（天下祭）、11月23日の新嘗祭でも奉納
されています。
真。七福神をめぐって多くの福を手にし、幸せな一
年のスタ トーとして歩いてみませんか。
 ・スタ トー時間：午前９時～ 10 時
　　　　 場所：法恩寺（越生駅から徒歩２分）
 ・ゴール時間：正午～午後４時
　　　　場所：東上閣駐車場
※帰りは川越観光バス（黒山バス停～越生駅バ
ス停：350円）をご利用ください。
※問い合わせは、越生町役場産業観光課
（TEL.049-292-3121　内線145）
図書館だより
２列目右から４人目が鈴木さん、 ５人目が黒崎梨花さん、 ６人目が柴田紘太朗さん＝ 「全国大学ビブリオバトル２０１７～首都決戦～予選会
 
城西大学」 で
高橋隼一郎さん （右） と笠原銀太さん＝ 「ビブリオバトル
in 鶴ヶ島市立中央図書館」 で
鈴木久之さん （左） と笠原さん＝ 「第３回ビブリオバトル坂戸図書館」 で
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